
登下校見守りボランティア会 

令和６年７月１６日 

 

１．学校長挨拶 

  平素よりありがとうございます。今年は２件の交通事故が起こった。 

  子ども達の安全を守るために、引き続きお力添えをお願いします。 

  

 安全部会 R 挨拶 

 私たちは同じ場所に立ってることがほとんど。お互いに顔を合わせる機会は多くないので、 

 それぞれの立場から、ご意見をいただきたい。 

 

２．１学期を振り返って 

  ・新光ゴム、西広タイヤ付近で猿が出没する。小学生・中学生の子もおそれている。 

   対処する方法はないか？ 

  ・信号のところで、子ども達に「青信号なのでいいと思ったらだめだよ。右・左・右と見て、 

   渡りなさいと言っている。」 

  ・（小山・児童）毎日、集合場所にくる子にあいさつをしている。すごいな。 

  ・毎日あいさつしてくれる子、全くあいさつしてくれない子といる。 

  ・子ども達から、あいさつをしてもらうことで私たちは元気をもらっている。 

  ○ → 「ありがとう、という声が出せるように」指導をお願いしたい。 

手を挙げて渡る、おじぎをするなどマナーも育てたい。   

 

  ○髙木自転車前の横断歩道。北から来る車には、歩道・子どもが見えにくいのか、急いでいるのか止

まらない車もいる。何度かびっくりしたり、ヒヤッとしたことがある。 

   → ドライバーから横断歩道があることを認識してもらえるよう、何かしらの対策をしてほしい。 

     【看板、道路に白線をかく】 

   

  ○新規登録者獲得に向けて、子どもの帰る時間帯・場所など、地域の方に知らせながらお願いをした

らどうか。 → 回覧などを利用する。 

 

３．今後の予定確認 

 

４．桐の子委員会 近藤会長より 

  子どもたちの安全のため、見守っていただいている方に感謝をしたい。あいさつで地域の人と関わ

ることを大事にしたい。 

   

 


